
紅ガラス製造所跡 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

【解説】 

・ 斉彬は嘉永４（１８５１）年紅ガラス工場を建て、紅ガラスの研究に着手し、数百回の実験を重ね、 

翌年紅ガラスの政策に成功。日本で初めてと言われている。斉彬が藩主となってからは、藩内外の蘭

学者に研究を進めさせ、日本でも最高水準のガラス製品を作り出すようになった。 

紅ガラス工場は、安政２（１８５５）年ごろに磯の集成館に移され、薩摩切子や板ガラスなどが産

み出された。「薩摩の紅ビートロ」と呼ばれ珍重され、斉彬が自慢していたという黒田斉溥の書状も

残されている。 

・ 斉彬の父、27代斉興は、弘化３（１８４６）年この地に製薬局を建てた。薬を作る研究を進めて 

いた薩摩藩では、薬品を入れる容器が必要になり、江戸のガラス工四本亀次郎を招きガラス製造を

始めた。 

 

【次のスポット】 

  田上水車場跡(鹿児島市田上 1-12-1) 

 ・移動手段 

  市電(郡元～鹿児島中央駅) 

  バス(鹿児島中央駅～田上) 

【近くのトイレ・休憩施設】 

https://goo.gl/maps/aK6AfRY4evjPcoBa7
http://www.kotsu-city-kagoshima.jp/wp/timesearch/time_table.php?rosenId=1840,1841&name=%E9%83%A1%E5%85%83&syubetuId=1
http://www.kagoshima-cci.or.jp/wp-content/uploads/2022/08/64d227309801f8d8b845f89179eb3ecb.pdf
https://goo.gl/maps/5LABi8DrKMyjwqvd6

